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（墨田区）高齢者に関する課題検討において

数百メートルの
歩行が難しく

る・自転車に乗
れなくなる

移動できないこと以外には問
題がない場合も、
ヘルパーによる買い物支援や、
送迎のあるデイサービスを利
用することに



• 高齢者にとって「数百メートルぐらい歩く」はどれほど困難なのか(2019年公開版)（不破雷蔵） -
エキスパート - Yahoo!ニュース
https://news.yahoo.co.jp/expert/articles/13430caf305d368f55baae5557d0bdc8bc33db06



地域ケア会議における意見

・自分で商品を見て選ぶ楽しみが失われる
・お金の支払いなど、人に頼むことによって自ら行う機会がなくな
り、できていたこともできなくなってしまう
・自力で移動していたときは、集会所や元気高齢者施設でコミュニ
ティを持っていた人が、デイサービス利用に伴ってそれまでの友達
付き合いから切り離されてしまう。
・人手不足の懸念が高まる介護保険制度全体の観点から、移動さえ
できれば介護サービスを利用せず生活できる人が、介護サービスを
利用せざるを得なくなる。



高齢者の移動支援策を検討
→多自治体の例から大きく以下のように分類

① 移動距離を短くするよう、買い物や交流資源を増やす。
移動販売、団地内の空きスペースを交流拠点にするなど

② 地域で車を出す
デイサービス送迎車を空き時間に使用する、タクシー会社等に委託する、
町会・自治会等主体で送迎車を運転する、などにより、公共施設やスーパーま
での送迎を行う。
（有償運送は道路運送法上の登録が必要、その他介護保険法に基づいて行う場
合、無償ボランティアで行う場合など様々）

③ 次世代モビリティ利用
企業連携で一人用電動カート、スクーター、電動車いす等を活用する



• 現場からの意見は②ができたらよいという意見もあったが、調整が
大がかりなうえ、都市部で多数の住宅地に移動ニーズを持つ人がい
るなか、車を走らせるルート設定も難しい。（コミュニティバスは
別途あり）
→ ① 移動販売事業者・東京都と区で協定を結び、都営団地内

で移動販売を実施（白髭東・墨田四・立花六丁目アパート）

写真は東京都ホームページの足立区のもの・図も同様出典
都営住宅における買物弱者支援事業|都営住宅等の管理|東京都住宅政策本部
https://www.juutakuseisaku.metro.tokyo.lg.jp/toei_jutaku/kanri/toei_shien
jigyo#02



そのほか墨田での取り組み
「チームうめわか」イスプロジェクト

地域住民、医療・介護専門職による地域づくりの検討や取り組
みを行う団体が主催。地域の工務店の協力を受け、提供された
材料を使ってボランティアがいすを作成し、設置の協力を得ら
れた寺社・店舗・個人宅等にイスを設置。

『少子高齢化の進展という社会の大きなうねりの中で、私たち
が主に活動するうめわか地域を含めて墨田区北部エリアも高齢
者が増えてきています。まちの様子を見ていると、買い物や散
歩などで歩いている高齢の方々が「少し休めるところはないか
な」、「ちょっと一服したいな」と困っていることを肌で感じ
ていました。公園のベンチにまで行くには、距離があるし、
もっと気軽に座れる場所があちこちにあると良いなとの想いか
らこのプロジェクトを始めました。
どなたでも座れるイスがあるとそこには、自然と人が集まり
ます。会話が始まり、人と人がつながっていきます。休める場
所を提供することで、人と人とのつながりを深めるキッカケに
なり、閉じこもりや孤立を防ぐことにもつながればと思います。

【取材記事】「どなたでも座れるオレンジのイス」 墨田区公式ホームページ
https://www.city.sumida.lg.jp/citypromotion/cpaward/syuzai_cpaward_oi.html



地域で高齢者を支える
取り組みを行うことを
進めるための介護保険
法による「生活支援体
制整備事業」では、
地域の取り組みを検討
し進めるための「協議
体」が重要とされる。

図は板橋区ホームペー
ジjigyougaiyou.pdf 
https://www.city.itab
ashi.tokyo.jp/_res/pr
ojects/default_projec
t/_page_/001/003/43
0/jigyougaiyou.pdfジ



日本よりは良い状況かもしれない
が、高齢化・人口減少が進んでい
るとの話あり。
人口グラフを拡大すると、最高齢
は９５歳、男女ともに６０歳前後
が多い。８０歳前後も、女性では
若年世代と同程度の人数。

ウィーン等中心部への志向や出生
率の低下の話あり。

移動困難課題も発生可能性あり

カウツェンの状況から



生活の核となる資源
がが一か所に集約し
ている印象

車を使用した移動支
援がやりやすそうに
感じました。

カウツェン① →中心部の資源の集約



広場の周りに、スーパー・集会
所・教会・複合教育施設みんな
ありました



市役所で説明のあっ
た地域課題の検討組
織は、総勢６０人以
上。別荘として居住
している人も含むが
若い世代も参加も参
加しているとのこと
で、取り組みの検討
を行いやすいと思わ
れる。

カウツェン② 協議体的組織あり



衝撃だったこと、、、
学校見学時、校内の資料を見ると「地域の
大人に解放された運動スペース」とあり
→高齢者が運動できるスペースなんだろう
な、と勝手にイメージ（日本だと大体高齢
者の介護予防スペースで、利用者の多くは
女性）
入ってみると、ハードな筋トレ機械と成人
向け写真があった。
壮年期の男性が冬の間に体力を落とさない
ためにトレーニングする場所だった。
高齢者の介護予防が日本ほど喫緊の課題で
はないのかもしれないが、高齢者の運動場
所としての機能もあったほうが良いのでは
と感じた。



カウツェン二日目、移動中の車内で、移
動困難な高齢者について聞いたところ、

ネイバーフッド
のボランティア
が支援している



ドイツ赤十字の役割が大きいか
ドイツ赤十字社のホームページから、
オーストリヤ内でも、高齢者福祉にかなりの取り
組みあり
→ショートステイ、デイサービス・デイケア、
老人ホーム、自宅緊急通報システム、
孤独防止のための自宅への訪問、火事援助、
食事配達、買い物支援、通院等の移動支援、
旅行介助、介護予防プログラムの提供など
→ボランティアの参加も多い

現地で交流した高校生の話→「高校を卒業し
たら１年赤十字で働いてから、進学する」




